
地震計全図『安政見聞誌』より▶

◀汐留遺跡で発見された液状化の跡（東京都教育委員会提供）
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開館時間：
休 館 日：

交　　通：

地震計は、江戸時代に考案された地震予知器です。安政の大地震
の前に磁石が磁力を失ったという話をもとに作られました。現在
でも地震予知は難しいのですが、江戸時代から、このような試みが
行われています。

地震によって地面の中の水が押し上げられて土と混
ざり、泥水のようになることを「液状化」と言います。
汐留遺跡(東新橋一丁目)では、元禄16(1703)年の
大地震でできた液状化の跡が見つかりました。遺跡
からも、江戸時代の大地震の爪あとをうかがうことが
できます。

午前9時～午後5時(さわれる展示室は火・金・土の午後0時30分～4時30分)

日曜日・祝日・毎月第3木曜日・年末年始・特別整理期間
※7/21～8/31の日曜日・祝日は開館します。

JR「田町」駅下車徒歩5分
都営地下鉄三田線または浅草線「三田」駅下車(A3出口)徒歩2分
都営バス「田町駅前」停留所下車徒歩2分
港区コミュニティバス(ちぃばす)「田町駅前」停留所下車徒歩2分
 「田町駅西口」停留所下車徒歩3分

刊行物発行番号
 25213-7541

 ─地震計のしくみ─
①地震前に磁石が磁力を失う
②磁石にはりつけたおもりのとめ金がはずれる
③おもりが落ちて歯車を回す
④歯車に連動したバチが鐘を鳴らす

ナマズで地震予知？

じ

はっ こう

え ど まち なまず え

しん おお ひ がい う

じ

じ

しお

おお

え ど じ だい おお じ しん つめ

じ しん えきじょう か あと み い せき

どめ い せき ひがししん ばし いっちょう め げん ろく ねん

どろ みず えきじょう か い

しん じ めん なか みず お あ つち ま

げん

じ

じ

じ

しお

みなと

かい ご

みなときょう ど し りょう かん い

ぜん

にち よう

た

と えい

と えい

みなと

た まち えき にし ぐち ていりゅうじょ げ しゃ と ほ ぷん

く た まち えき まえ ていりゅうじょ げ しゃ と ほ ふん

た まち えき まえ ていりゅう じょ げ しゃ と ほ ふん

ち か てつ み た せん あさ くさ せん み た えき げ しゃ で ぐち と ほ ふん

まち えき げ しゃ と ほ ふん

び しゅくじつ まい つき だい もく よう び ねん まつ ねん し とく べつ せい り き かん

じ ご ご じ てん

にちよう び しゅくじつ かいかん

じ しつ か きん ど ご ご じ ぷん じ ぷん
かん じ かん

きゅう かん び

こう つう

きょう ど し りょう かん り よう あん ない

どめ い せき はっ けん えき じょう か あと
とうきょう と きょういく い いんかいていきょう

しん けい ぜん ず あん せい けん もん し

じ しゃく

お

は ぐるま れん どう かね な

は ぐるま まわ

がね

しん まえ じ しゃく じ りょく うしな

しん けい

ざい

じ しん よ ち むずか え ど じ だい こころ

おこな

まえ じ しゃく じ りょく うしな はなし つく

しん けい え ど じ だい こう あん じ しん よ ち き あん せい おお じ しん

い

え あん せい おお じ しん

し りょう

じ しん よ ち

昔から、僕たちナマズが暴れると地震がおきると言われているよ。最近では、
僕たちを地震予知に生かせないか、大学などで科学的に研究をしているんだ。
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港郷土資料館には、鯰絵や安政の大地震の
資料が展示されているね。見に行ってみよう。
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地震で大きな被害を受けた
江戸の町では「鯰絵」がたく
さん発行されたのよ。
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地震とナマズには、
何か関係があるのかな？

地震の予知
じ しん よ ち

遺跡からわかる大地震
い せき おお じ しん

港区立

鯰絵と安政の大地震
なまず え あん せい おお じ しん
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瓦版は、事件や災害、面白い出来事をいち早く伝えるために出版された刷物です。この瓦版で
は、安政の大地震の被害や火災の様子、被災した人を助けるために幕府が作った「お救小屋」
の場所が記されています。

今の江東区・墨田区・台東区を
中心に被害が大きく、１万人余りが
亡くなりました。港区域では多く
の建物が倒れ、築造間もない台場
では石垣が崩れ、液状化による
地割れがおきています。

欲ばりな金持ちをこらしめるナマズ。この
絵では、ナマズは貧しい人を救う神の使い
として描かれています。

鹿島明神が地震をおこしたナマズを捕え
て鍋焼にしようとしたところ、地震でもう
けた人々が助けようとしています。

地震からの復興で繁盛する様子を描いた
ものです。クジラにみたてられた大ナマズ
は、潮ではなく小判を吹いています。

地震の被害

「鯰絵」は、ナマズを地震にみたてて描かれた錦絵です。安政の大地震直後から大量に発行
され、200種あまりが出回りました。

安政の大地震について書かれた『安政見聞誌』と『安政見聞録』には、江戸の町の被害や人々の
様子がくわしく記されています。
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江戸時代、地震がおきると、世の中が良くなる（世直し）と
考えられていたよ。だから、地震をおこすナマズを良いもの
として描いている鯰絵も多いんだ。

え

かんが

えが なまず え おお

じ しん よ

ど じ だい じ しん よ なか よ よ なお

平成23年3月におきた
東日本大震災でも、被災
した人のために、ボラン
ティアの人たちなどが
炊き出しを行ったね。
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安政の大地震
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四谷御門の被害
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瓦版『関東江戸大地震并大火方角場所附』
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生捕ました三度の大地震
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要石補助力にてあたうちの図
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鹿島明神の要石の力を借りて、地震にうら
みを持つ人々 が、大ナマズにあだ討ちをして
います。

魚念 絵
なまず え

江戸の町は大きな地震に何度か見舞われました。その中でも安政2（1855）年10月2日の夜におきた
「安政の大地震」は、大きな被害をもたらしました。
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昔は、大ナマズが暴れて地震をおこ
すと信じられていました。茨城県の
鹿島神宮と千葉県の香取神宮にある
要石は、地面の下でその大ナマズを
押さえていると伝えられます。
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